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認知症作業療法 活動報告（概要） 

 「認知症支援に関して,作業療法士ができることを考え,実践する」をスローガンに,地域

住民向けの啓発イベント「認知症スタンプラリー」の開催など地域の多職種・多業種との
つながりを広げている. 

第4回認知症スタンプラリー・・・更なる広がり 

 14のブースで認知症についてのクイズや体験をしスタンプをもらい、記念品ゲット！ 

当事者の活躍の場を！ 
・記念品は当事者やご家族、支援スタッフの手作り 
・当事者ボランティア参加 

県立図書館がブース協力 

・市町村の方や認知症カフェ関係者が見ていく 

    ⇒各地区の図書館と、市町村や認知症カフェとがつながれば・・ 

ブース協力者が認知症の方への取り組みを独自に考えて下さる 

 

今後の展開 

・当事者の活躍できる場を！  

・多業種とのコラボ企画検討。  ⇒楽しく！ 

                  認知症の方の可能性・作業療法の可能性を考える 

講座の講師依頼・市町村事業協力 

県立図書館 
認知症のシーンに 
合わせて本を展示 

栄養士会 
認知症と栄養 

料理の材料をつろう 

シャトー勝沼 
ポリフェノールクイズ 

ノンアルコールワインの試飲 

 県,市町村,企業などからの依頼を受け,認知症サポー

ター養成講座、認知症予防やボランティア養成講座の
講師。 

「認知症の人と家族の会」で作業療法や認知症のリハ
ビリテーションについて講演。 
 山梨県図書館大会シンポジスト 
 認知症カフェより依頼を受け,ミニ講座や支援 
  
 認知症クイズや認知症予防体操等,多彩な活動協力が
広がっている。 
 

 県士会員の変化 

 いろいろな方々と出会い活動する事で部員それぞれが
成長。認知症に対して関心を持ち協力してくれる県士会
員が増えた。 

 

サポーター養成講座 
地域の方も出来るように紙芝居で・ 

くすりのサンロード新人研修で養成講座  


